












Meaning and Character Usage of Jananese Adjective “Hayai” 
















一(1 語 1 表記)の方向に向かった時代であることが言われている(今野 2013)。髙橋(2016)で
は,和語の動詞の高頻度語 100 語を対象とし,『日本語歴史コーパス 明治・大正編Ⅰ雑誌』の



















                                                   


















陽』の 1895(明治 28)年,1901(明治 34)年,1909(明治 42)年,1917(大正 6)年,1925(大正 14)年の 5
年分（計 60 冊分）を対象とした全文コーパスである。総字数が約 1600 万字,国立国語研究



























2.2.1 で選定した 3 つの辞書のハヤイの意味の区分と記述を,おおむね同じ内容を指してい




 表 1 辞書の意味区分と記述 





































































(鶴田賢次「普通講話 宇宙開闔論」1909 年 6 号) 
(3)伊豫の三津ヶ濱の前面には興居島といふ大きな横島があつて、其間の水道は潮は早いが
船の往來は甚多い。 
(柳田国男「島々の物語」1909 年 6 号) 
(4)實際そんなに沾粘るなら沙塵が着重りて疾く走り得ぬ筈で無か。 
(南方熊楠「蛇に關する民俗と傳説（完）」1917 年 14 号) 
(5)びつくりしてゐると、だんだん早くムチヤクチヤにまはり出し、スーとガスのまんなか
をつきぬけた。 













(坪谷水哉「伊太利南方の旅」1909 年 2 号) 
(7)なる程さういふ物は一寸見たところは好いが、地が早く弱るとか、色が褪め易いとかで、
眞に實質を備へた純美なる物が少ないやうだね。 
(泉鏡花「文教と三越呉服店 三越趣味に就て」1909 年 5 号) 
(8)『然し刻限の經つのは早う厶りますから、其時になつて、珠と書附が此方の手へ戻りませ
ぬと彼女が何を言ひ出すか知れませんでな。』 













(上司小剣「寄席と家庭」1901 年 10 号) 
(10)「餘り逆はんやうに今日は早く歸つてくれ。」 
(村山鳥逕「親兄弟」1909 年 8 号) 
(11) そりやあ出掛けるには出掛けるのだが、まだ早い。 
(森鷗外(訳)/ライネル・マリア・リルケ(作)「戯曲 家常茶飯」1909 年 3 号) 
(12)「…僕から言ふのは妙だけれど、少し一緒になるのが早過ぎましたね。友人間でも專
ら然ういふ評判です。」  





















(記者「編輯雜記」1909 年 6 号) 
(14)孵化の適季は種類によりて同じからず、體大種は通常春期早く孵化するを利とす、 
(上野英三郎〔農業世界〕1901 年 1 号) 
(15) しかれば我邦太古に音樂の起りたるや明にして、神代早く詔琴あり。古事記大穴牟遲
神、其兄弟八十神に惡まれ玉ひ、諸の害苦を受けられたりしとき、 
(宮島春松「神樂」1895 年 6 号) 
                                                   
1 ただし,「ハヤクも一年が過ぎました」のような,過去形で時間経過などを表す場合は,意
















 表 2 には,『太陽』におけるハヤイの表記別頻度の推移を示した。 
 
表 2 ハヤイの表記別頻度の推移 
表記 1895 1901 1909 1917 1925 
全表記 375 297 289 293 367 
早 323 269 253 271 337 
速 6 4 16 11 23 
疾 20 7 15 5 2 
夙 2 2 1 0 0 
駛 2 0 1 1 0 
迅 1 0 0 3 0 
敏 2 0 1 0 0 
快 0 0 0 0 0 
絶急 0 0 1 0 0 
迅疾 1 0 0 0 0 
か 18 15 1 2 5 
 




度の推移を示すと,表 3 のようになる。 
 
表 3 ハヤイの意味分類別頻度の推移 
意味分類 1895 1901 1909 1917 1925 
動作 4 4 19 17 28 
作用 2 0 7 0 6 
基準 345 281 221 244 285 
期間 22 11 18 26 27 
 







作]と[作用]を合わせて[速度]の意味として集計する。なお,表 2 の「夙」以下 5 表記と熟字訓
は頻度が低く限定的な使用であり,用例分析が不可能であるため,以降の表記の分析におい
ては「早」「速」「疾」の 3 表記を分析の対象とする。 
意味分類別,かつ表記別に頻度の推移を示すと,表 4 のようになる。 
 
表 4 ハヤイの意味と表記の対応の推移 
意味分類 表記 1895 1901 1909 1917 1925 
[速度] 早 2 1 8 2 12 
速 1 2 15 10 21 
疾 2 1 2 4 1 
[基準] 早 303 257 204 238 279 
速 5 2 1 1 1 
疾 14 6 13 0 1 
[期間] 早 17 10 18 25 26 
速 0 0 0 0 0 

































(鶴田賢次「普通講話 燕カヘシ」1909 年 2 号) 
(17)推進機の囘轉速度は最高能率の時より速きを要する結果、双方ともに其效率を低下せし
め、聯合の推進效率が亦從つて低くなるを免れぬのである 





測される。語彙素「速度」を『太陽』で調べると,1895 年の段階では 10 件であったのが,1901






















(新城新蔵「宇宙觀と人生觀」1917 年 2 号) 
 
 「ハヤクなる」という形式は,近代,特に『太陽』に 1909 年に初めて出現する形式であり,
                                                   












ハヤマルは『太陽』に 6 件(1901 年 1 件,1909 年 1 件,1917 年 2 件,1925 年 2 件)出現してい
る。うち[動作]を表すのは「足並みがハヤマル」の 1 件であり,「早」で表記されている。ハ
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